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平成２４年度 歯科保健活動助成交付事業報告書抄録 

１．事業名：妊婦歯科健康審査の受診率向上に向けた産婦人科と連携した取り組み事業

２．申請者名：社団法人 広島市歯科医師会 会長 土江健也 

 

３．実施組織：社団法人 広島市歯科医師会 

 

４．事業の概要： 

 広島市歯科医師会では、平成8年より広島市から委託を受け、妊婦歯科健康診査を実施しているが、その

受診率は30％前後で推移しており、歯科からの情報発信だけでは、これ以上の受診率の向上は期待できない

ものと考えられる。そこで広島県産婦人科医会と連携して妊婦歯科健康診査啓発リーフレットを作成し、産

婦人科医から直接産婦人科受診患者へリーフレットを手渡してもらうことにより、妊婦歯科健康診査への受

診勧奨と口腔ならびに全身の健康の普及・啓発を図ることを事業の目的として実施した。 

５．事業の内容： 

１）平成24年10月4日：広島県産婦人科医会との第1回情報交換会の開催 

２）平成24年10月29日：妊婦歯科健康診査啓発リーフレット作成委員会の開催 

 ３）平成24年11月8日：広島県産婦人科医会との第2回情報交換会の開催 

 ４）平成24年11月16日、12月11日、平成25年1月22日、3月11日：妊婦歯科健康診査啓発リーフ 

       レット作成委員会の開催 

 ５）平成25年3月15日：妊婦歯科健康診査啓発リーフレット完成 

 ６）平成25年3月18日：広島県産婦人科医会との意見交換会の開催 

 ７）平成25年4月より妊婦歯科健康診査啓発リーフレットを広島市内の産婦人科より配布予定 

６．実施後の評価（今後の課題）： 

 今回、広島県産婦人科医会と連携して妊婦歯科健康診査啓発リーフレットを作成したことは、医科歯科間

の共通した意思の疎通を図るうえで大変意義があったと考える。広島県においては、現在、県内全ての市町

で妊婦歯科健診が実施されているわけではなく、その実施に向けこれまでは主に歯科医師会から行政に要望

を行ってきたが、今後は産婦人科と共に妊婦歯科健診の実施を行政に働きかけていく道筋ができたと考え

る。平成 25 年 5 月以降からの産婦人科から産婦人科受診患者への直接の啓発リーフレット配布による受診

勧奨により、妊婦歯科健診の受診率がどのように変化していくかを今後とも追っていきたい。それと同時に、

県内全ての市町での妊婦歯科健診実施に向け広島県産婦人科医会とさらに連携を深めていきたい。 

 

 

 

 

 


